
 

 

(1) 図１のような ABを直径と
する半円 Oがある。円周上の点
Cから ABに垂線 CHを引く。
AH = 1，HB = 𝑎 のとき，CHの
長さを aを用いて表せ。 
 
(2) 図２のような AD = 1，
AB = 𝑏 (1 < 𝑏 < 2) の長方形 ABCDがある。まず辺 AB上に点 E
をとり，さらに DE ⊥ CF となるように線分 DE上に点 Fをとっ
た。次に長方形 ABCDから△AED，△CDF，四角形 EBCFを切り
取り，3つの図形をすき間なく並べたところ，図３のような正方形
ができた。 

 
① AEの長さを bを用いて表せ。 
② 右の図にコンパスと定規を用いて点

Eの位置を作図せよ。作図に用いた
線は消さないこと。 
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